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はテュルゴ勅令 （Édit de Turgot） により営業の自由 （liberté du commerce 
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しようとするものであり、人的結合の視点からの禁止規定はない。一方、
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いう意味であるが、18世紀後半のフランス語では、modifier は modérer （＝
rendre moins violent）あるいは adoucir（＝rendre doux）と同義とされる

















































































































　まず、 モンテスキュー （Montesquieu, Charles Louis de Secondat, baron 
de La Brède et de）、 ルソー、 コンドルセ （Condorcet, Marie Jean Antoine 

































































　コンドルセは、『人間精神進歩史』（Esquisse d'un tableau historique des 
























































































































































160　早稲田法学会誌第66巻 2 号（2016） フランス革命における社団解体の理念（岡村）　1601
（ 1 ）拙稿「フランス革命から第一帝政への反結社法における中間団体否認の理念の
展開と役割について（ 2 ・完）」早稲田法学会誌　第65巻 1 号 234頁参照。以下「反
結社法における中間団体否認の理念」と略記。
（ 2 ）河野健二 近代を問う第 1 巻『フランス革命の思想と行動』（岩波書店 1995年）
35頁。以下『フランス革命の思想と行動』と略記。
（ 3 ）同書 66頁。




（ 6 ）Jules Flammermont, Remontrance du parlement de Paris XVIIIe siècle, 
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霊的・物的救済を目的とする非営利結社であり、独自の礼拝堂をもち、会則が定め
られ、病気の会員の救済など相互扶助組織的性格ももっていた。拙稿「反結社法に







おける中間団体否認の理念（ 1 ）」早稲田法学会誌 第64巻 2 号 注（12）317頁参照。
（24）エド税とは「棚卸表によって、または、卸売または再卸売について、［および］
運送の際に、［および］飲料の小売りについて徴収される税」のことである（ダラ








拙稿「反結社法における中間団体否認の理念（ 1 ）」早稲田法学会誌 第64巻 2 号 
299-300頁参照。
（26）Pierre Rosanvallon, Ētat en France de 1789 à nos jours, Seuil, 1990, p105. 以







（30）ルソー 河野健二 前川貞次郎訳 岩波文庫『社会契約論』（岩波書店 1954年）48
頁。以下『社会契約論』と略記。
162　早稲田法学会誌第66巻 2 号（2016） フランス革命における社団解体の理念（岡村）　1623
（31）同書 47-48頁。
（32）Conesil d’Ētat, Jurisprudence et avis de 1999　Les associations et la loi de 
1901, cent ans après, La documentation française, p.251. 以下 Les associations 





des Cordeliers）がある。拙稿「反結社法における中間団体否認の理念（ 2 ・完）」
早稲田法学会誌　第65巻 1 号 216-217頁参照。
（34）ルソー 河野健二 前川貞次郎訳『社会契約論』48頁。














第65巻 1 号 219-220頁 235-237頁参照。
（41）ルソー 河野健二 前川貞次郎訳『社会契約論』133頁。
（42）同上。
（43）フランソワ・フュレ / モナ・オズーフ 河野健二 坂上孝 富永茂樹監訳『フラン
ス革命事典 6  　思想Ⅱ　』（みすず書房 2000年）233頁。
（44）同書 232-233頁。
（45）同書 245頁。
162　早稲田法学会誌第66巻 2 号（2016） フランス革命における社団解体の理念（岡村）　1623
（46）Archives parlementaires de 1787 à 1860, éd. Jérôme Mavidal et Emile 
Laurent, Centre national de la recherche scientifique, 1961-, 1ère série, tome27, 
p.210.　以下 Archives parlementaires と略記
（47）J.-B.Duvergier, Collection complète des lois, décrets, ordonnances, 
réglements et avis du conseil d’Ētat depuis 1788 à 1830, Société du Recueil 
Sirey, 1831-1949, tome 3, p.241. 以下 Collection complète des lois と略記。
（48）Ibid., tome5, p.352.
（49）Ibid., p.353.
（50）Archives parlementaires, 1ère série, tome32, p.58.




（54）Henry Michel, L’idée de l’état essai critique sur l’histoire des theories 
sociales et politiques en France depuis la Révolution, Librairie Hachette et Cie, 
1898, pp.48-49. 以下 L’idée de l’état と略記。
（55）モンテスキュー 野田良之他訳『法の精神（中）』391-392頁。
（56）Henry Michel, L’idée de l’état, p.95.
（57）ルソー 河野健二 前川貞次郎訳『社会契約論』42頁。
（58）同書 81頁。
（59）Henry Michel, L’idée de l’état, p.99.





（65）Henry Michel, L’idée de l’état, p.103.
（66）Ibid., p.104.
（67）Pierre Rosanvallon, Ētat en France, pp.96-97.
（68）Ibid., p.95.
（69）Ibid., p.105.
（70）1804年 6 月には修道会は全面禁止から許可制に移行し（1804年 6 月22日「若干
164　早稲田法学会誌第66巻 2 号（2016） フランス革命における社団解体の理念（岡村）　164
の宗教的集団および宗教的結社の解散を命ずるデクレ」J.-B. Duvergier, Collection 
complète des lois, tome15, pp.29-30.）、1804年から1813年にかけて95の女子修道会
が設立を許可されるが、それらは救貧などをおこなう修道会で（Paul Nourisson, 






J.-B.Duvergier, Collection complète des lois, tome13, p.351.）行政を補完する性
格のものであった。すなわち、統領政府期と第一帝政期にナポレオンの下で「復
活」したこれらの中間団体＝社団は、特権を付与され一定の自律性をもち種々の社
会的機能を有していたアンシャン・レジーム下の基礎的な社会的集団である社団と
はまったく異なり、行政の補完という機能しかもたない社団であった。
